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論文内容要旨
 人為的に移動した歯の後戻り防止方法のなかでは,機械保定が基本的な手段と考えられている。
 そこでその効果と意義とを明らかにするために近遠心移動の場合について,機械保定期間の長さ
 と後戻り様相との関連を,移動量と歯槽骨の改造変化という生体計測学的および組織学的観点か
 ら検討した。
 実験には,推定年令1,2年の健康な中型雑種犬19頭を用い,上顎中間切歯を抜去し,上顎中
 央切歯と一L顎隅切歯とを相反的に8週間牽引移動させた。これによる歯頸部間距離の変化量は最
 大4.8襯,最小L8∬捌,平均3.2〃'舵であった。ついで,最長52週間に及ぶ機械保定を行った後,
 実験歯の後戻り変化を16週後まで観察した。
 歯槽骨の改造変化は,顎骨の非脱灰研磨標本のコンタクトマイク・ラジオグラム,および周標
 本の塩基性フクシン・アルカリ性メチレンブルー染色像により観察した。
 その結果,次の結論を得たo
 L実験歯はすべて後戻りしたが,後戻り量は機械保定期間が長い程少なかった。しかし機械
 保定52週でも後戻りは消失しなかった。
 2.機械保:定期間が10週間以内のとき1、k,自然保定期のはじめの2週間に急激な後戻り変化
 (後戻りの第1相)があり,2週以後にはゆるやかで長期間持続する後戻り変化(同じく第2相)
 がみられた。第1相の後戻り変化は,機械保定期間が長いほどゆるやかで,かつ量的に少くなり,
 機械保定期間が16週間以一しのときには消失し,第2相の変化だけとなった。
 3.機械保定期に入ると,動的移動終了時に圧迫側歯槽骨にあった吸収嵩は修復され,牽引側
 歯槽骨にあった突起状の新生骨に骨添加されるなど改造活性が高く,㈹適時には壁面は比較的滑
 らかとなった。一方,歯槽骨内部では8週時頃より,壁面では10週頃より改造活性が低下し,さ
 らに長期になると歯槽骨骨梁の細少化,骨髄腔の拡大が生じ,廃用性萎縮の所見を呈するように
 なった。
 4.自然保定期に入ると,動的移動期と逆の方向に歯槽骨の添加,吸収が生じた。
 機械保定期間が短いときには急激な修復変化がみられたのに対し,機械保定期間が長いときに
 は,変化はゆるやかであった。
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審査結果要旨
 人為的移動歯の後戻り防止策の開発は,矯正臨床.ヒ急務を要する重要課題の1つである。
 この論文は、移動後の歯の歯周組織が機械保定の期間,および保定装置を除去した後にどのよ
 うに変化するかを,生体計測と組織検索の2面から犬を用いて詳細かっ長期にわたる実験を行い,
 その結果次のような点を明確にしたものである。
 1生体計測の結果,移動した歯は装置撤去後にすべて後戻り変化を生じるが,その量は機械
 保定期間が長いほど減少,かつ緩徐となり,52週では後戻り変化は無視出来るほどに僅かなも
 のとなる。これは機械保定の有効性を具体的に示した意義ある所見であるとともに,機械保
 定の期間が後戻り量のみならず,後戻り速度にも影響を及ぼすことを示す所見といえる。
 H歯周組織のうち、特に歯槽骨の後戻り変化についての組織学的検索から,保定装置撤去後
 には,機械保定期間の長短にかかわらず,動的移動期と逆方向に歯槽骨の添加,吸収が生ず
 ることを観察し,この観察結果から,後戻り変化に対する歯槽骨の役割は歯によって伝達さ
 れる物理的要因に対して受動的に働き,しかも後戻りを阻げる要素として機能することを明
 確に一している。
 以Eのように,本論文は従来の研究て'は類を見ない0週から52週間という長期にわたる機械保
 定を行ない,しかも,その後の装置撤去後の後戻り変化を生体計測と組織検索の2面から詳綴に
 検討し,後戻り変化の様相,機械保定の期間と後戻り量に対する具体的関係を明らかにし,特に
 その中で占める歯槽骨0)役割について新知見を得ている。このことは歯科矯正治療学に寄与する
 ところまことに大きく,よって木論文は粛学博士を授与するに値するものであると考える。
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